
北区認知症フレンドリーコミュニティ通信
北区では、認知症になってもそれまでの暮らしが尊重され、これまでどおり暮らしていけるまち
「認知症フレンドリーコミュニティ」をめざした取組みをすすめています。
北区の認知症フレンドリーコミュニティづくりの活動について情報発信します。

8月5日（火）に認知症当事者やそのご家族、視覚障害者や子どもなど、様々な立場の人たちと
「まちなか散策で移動のしやすさを考えよう！」という取り組みを行いました。
誰もが暮らしやすいまちを目指すため、実際にまちなかを散策しながら、みんなの“つまずきポイ

ント”やまちなかの工夫を探しました。

令和7年度第1回北区認知症フレンドリーアイデアミーティング

「まちなか散策で移動のしやすさを考えよう！」を開催しました！

北区役所から出発！！１

黒川駅構内を散策３

徒歩で地下鉄「黒川駅」へ２

まちのなかには小さな傾斜や
段差、デコボコなど障害物が
たくさん…

横断歩道にも点字ブロックがあった！

道端に休憩できるベンチやイ
スが少ない。あっても炎天下
でアツアツ！

北区役所側から歩いてくると、
エレベーターは道路の反対側。
入り口が遠いし分かりにくい

バリアフリートイレはとって
もキレイで使いやすい！多目
的トイレが2つあるのも◎

車椅子に乗っていると券売機の
タッチパネルに手が届かない…

黒川駅はホームが
1つだから安心♪

駅周辺図は細かすぎ
て見づらい

裏面に続く

▲黒川駅構内のトイレ

ホームが2つに分かれて
いるところだと、行先とは
反対方向のホームに行って
しまうかも…

黒川駅周辺案内図▲
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図書館内を散策し、1日の振り返り７

バスでコメダ珈琲店(城北店)へ移動４

バス停がたくさんあって、どれに
乗ったらいいのか迷っちゃう…

いざ乗ろうとしたら、財布がない
人、パスケースがない人、障害者
手帳がない人…
焦っていると必要なものが見つか
らない

ベビーカーや車椅子を利
用している人への、運転
手さんの配慮や対応が素
早い！

トイレは男女共用の1つのみ。
ちょっと嫌な人もいるかもしれない
けど、介助が必要な人と介助者の性
別が違っても利用しやすいね！

城北店のコメダにはオリ
ジナルのメニューがあっ
て、お財布に優しい！

写真付きだともっと
わかりやすい。

横断歩道の青信号の時間
が短い！
「残り何秒」の表示があ
れば、渡る・渡らないの
判断がしやすい。

図書館のトイレは、男女それぞ
れのトイレの中に多目的トイレ
があった。介助者と被介助者の
性別が違うと入れない…

大きい文字の本
があって読みや
すい！

最後に北図書館の会議室をお借
りし、1日の振り返りを行いま
した。まちなかの様々な“つま
ずきポイント” や工夫に気づく
ことができました。

徒歩で北図書館へ移動６

コメダ珈琲店(城北店)でランチ！５

▲オリジナルメニュー表
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北図書館の女性用トイレ▲
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